
          「地域の財産である歴史的建造物を守る専門家育成講座」

令和元年度

ヘリテージマネージャー育成講習会のごあんない

福島県歴史的建造物保全活用促進協議会  

平成23年3月11日の東日本大震災では、多くの建造物が被害を受けました。これらのなかには、地

域の文化財産とも言うべき歴史的価値ある建造物も含まれていましたが、修補や活用に関する専門家の的

確な助言が無いままに、貴重な建造物が解体除却に至った事例も少なくありません。一方、平成２０年５

月には「地域における歴史的風致の維持及び向上に関する法律」が施行されるなど、いま、地域固有の文

化的価値のある歴史的な建造物等の保全活用を促し、地域の特性を活かした後世に引き継ぐまちづくりが

求められています。これらの要請に応えるため、歴史的建造物等の発掘、意義付け、保全活用設計や相談

を行う専門家としてヘリテージマネージャー（歴史文化遺産活用推進員）を育成するものです。 

1.主  催：福島県歴史的建造物保全活用促進協議会 

2.後  援：（公社）日本建築士会連合会、福島県、福島県教育委員会 

3.期  間：２０１９年６月～２０１９年１2月 （延べ1３日 60時間【月2回、土曜日または日曜日】）

4.会  場：南東北総合卸センター（郡山市）福島県青少年会館（福島市） 他

5.受 講 料：協議会団体会員 ３0,000円  会員外 ５0,000円

6.受講資格：①福島県歴史的建造物保全活用促進協議会会員 

 ②一級建築士・二級建築士・木造建築士 

      ③歴史的建造物の調査、修復保全、活用等に関して10年以上の実績がある者 

      ④行政機関文化財担当職員、建築土木系大学及び専門学校学生（HM認定はなりませんが修了証を交付） 

7.募集人員：30名程度（定員になり次第締め切りといたします。） 

8.講習内容：裏面カリキュラムの通り 

9.申込期間：２０１９年5月1日（水）～５月31日（金） 

なお、受講料は第１回講習当日（2019年6月8日）にて受領いたします。 

10.申込方法：下の受講申込書に必要事項を記載し、このまま下記の申込先宛てＦＡＸかE-mailでお送りください。 

11.その他：・この講習会は、CPD単位取得対象講習となります。 

        ・ヘリテージマネージャーは、歴史的文化遺産の調査、登録文化財の登録に関する提言、保全・活用の企画

提案、災害対策業務、啓蒙活動、等に従事できる資格者として広報してまいります。 

・第1回講義のオリエンテーションは欠席不可ですので、必ず参加願います。 

12.申込み・問合せ先：（公社）福島県建築士会事務局   Tel：024-523-1532／Fax：024-523-4644 

 e-mail：info@fukushima-aba.or.jp 

◇◆◇第１回講義は2019年6月8日（土）13：00～南東北総合卸センターにて開催いたします◇◆◇ 

福島ヘリテージマネージャー養成講習会（第7期）受講申込書 

氏 名 

フリガナ 

生年月日     年    月    日 男・女 

連絡先 

〒 

ＦＡＸ：               / E-mail

携帯電話 勤務先・ 

学校名 

資 格 

注）該当するものに レ と○をつけて下さい。 

□建築士（ ・一級  ・二級  ・木造 ） 

□歴史的建造物の保全活用実績10年以上 

 ※実績調書（任意）を添付してください。 

□行政職員・教育機関学生等 

□協議会

会員 

所属 

団体 

－8－

④



　　　　　　　　福島県歴史的建造物保全活用促進協議会

回数 期日・場所 内  容 講  師 講義 演習

0.開講式・オリエンテーション ・福島県建築士会　会長　蛭田　修二

1．ヘリテージマネージャー概論

      －その役割と展望、兵庫の事例から
・ひょうごヘリテージ機構
　　　　世話人（特命係）　沢田　伸

     歴史文化遺産を活かした地域再生
・京都橘大学　文学部歴史遺産学科
　　　　教授　村上　裕道

２．木造伝統構法演習

　・在来構法の継ぎ手と仕口（軸組模型演習）

　・道具使用実習

　・安藤大工工具館見学 ・安藤大工道具館　館長

令和1年7月13日 （土） 3.文化財の登録と保存技術

　　・文化財保護法概論、登録補助制度ほか

　　・文化財の保存技術ほか

令和1年7月27日 （土） 4-1.福島県の文化財行政・景観行政・関係法令

　・歴史まちづくり法によるまちづくり ・福島県まちづくり推進課　副主査　木藤聖也

　・建築基準法と文化財保存 ・福島県建築指導課主幹兼副課長　佐瀬守昭

５．歴史的建造物の保全と活用

　・東日本大震災における歴史的建造物被害事例 ・福島県文化財保護審議会

　・県内文化財建造物の保全修理実例、耐震予備調査ほか 　　　　　　　委員　狩野　勝重

令和1年8月10日 （土） 4-2.福島県の文化財行政・景観行政・関係法令

　　・景観法概要、福島県の景観行政、補助制度等 ・福島県自然保護課　主任建築技師　加藤美穗

　　・福島県の文化財、登録制度、補助制度ほか ・福島県教育庁文化財課　文化財主査　星　健司

６.歴史的建造物を活用したまちづくり

　　・白河市の歴史的まちづくり ・白河市まちづくり支援係　係長　田崎孝子

　　・国見町の歴史的まちづくり ・国見町まちづくり交流課　課長　武田　正裕

令和1年8月25日 （日） ７．古民家の再生と活用

猪苗代のギャラリー ・会津大学短期大学部　教授　柴﨑　恭秀

はじまりの美術館

令和1年9月14日 （土） ８.歴史的建造物の調査報告書・登録申請書のまとめ方（演習）

　　・登録有形文化財申請に係る「所見」の書き方ほか ・郡山女子大学　　　講師　長田　城治

　　・歴史的建造物調査要領
・（有）溝井宇一建築事務所
　　　　　　　　　　代表　溝井　宇一

令和1年9月28日 （土） ９.歴史的建造物の調査報告書のまとめ方（演習）
・福島県建築士会

　　現場調査演習・報告書作成演習
　ヘリテージマネージャー   有資格者

令和1年10月12日 （土） 10.11福島県の文化財

　　・喜多方市周辺 ・各施設担当者

　　・会津若松市周辺　　※昨年度

令和1年10月26日 （土） 12.文化財と防災

・日本大学工学部　　　教授　森山　修治

令和1年11月9日 （土） 13.文化財の修復
・文化財建造物保存技術協会

・文化財修復現場見学 　　重要文化財専称寺本堂　※昨年度

令和1年11月30日 （土） 1４.歴史建造物の修補計画 ・福島県建築士事務所協会

・伝統木造の耐震性 　　　　　　　　佐藤構造設計事務所

・耐震補強方法と、実例 　　　　　　　　　　代表　佐藤　信一

令和1年12月14日 （土） 15.地域のお宝発見

　　埋もれた地域財産の掘り起こし・発表と講評 3

　　アンケート・閉講式 1

32 28

令和元年度　福島ヘリテージマネージャー育成講習会プログラム

第1回

令和1年6月8日

4

第７回

4

1

1０：０0～1２：０0

13：０0～17：０0

安積歴史博物館

3

13：０0～17：０0 4

21０：０0～1２：０0

（土）

・（有）三浦工匠店　　代表　三浦　藤夫
　（有）八木澤工務所　代表八木澤希代治

第３回

13：０0～17：０0

南東北総合卸センター

第２回 令和1年6月22日 （土）

13：０0～17：０0

福島県青少年会館

4南東北総合卸センター

第６回
13：０0～17：０0

13：０0～17：０0

南東北総合卸センター

13：０0～17：００

第５回

2

4

第４回

4

第１３回
13：０0～17：０0

13：０0～17：０0 4

第９回
1０：０0～17：０0 8

4

4

第１０回
4

※　開催日、場所、講師　テーマは、都合により変更になることがございますのでご了承ください。

福島市民家園

専称寺本堂及び総門設計監理事務所
　　　　　　　　　　所長　松本　優

・受講者プレゼン
・育成委員会委員長講評
・福島県建築士会

第１１回

第１２回

第８回

南東北総合卸センター

南東北総合卸センター

1０：０0～17：０0

南東北総合卸センター

13：０0～17：０0

13：０0～17：０0
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